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全固体ナトリウム電池 (Na-ASSB)はレアメタルフリーで、高い安全性が期待される蓄電デバイ

スである。ナトリウム超イオン伝導体 NASICON型の Na3Zr2Si2PO12 (NZSP)[1]は、高いイオン伝導

性、安定性、安全性という利点を備え、最も有名な酸化物系固体電解質の一つである。しかし、

NZSP は、一般的な固相反応（SSR）法では 1200°C の高温と長時間の焼成が必要となる[2]。本研

究では、低いガラス転移温度(292°C)と低融点(635°C)を有する NaPO3ガラスを出発原料の１つとし、

液相焼結(LPS)により、化学量論組成での NZSP を合成した。 

試料作製は Na2ZrSi2O7、ZrO2、NaPO3 ガラスの混合物から出発し、LPS 法で得られた試料

(LPS-NZSP)の X線回折パターンにより、NZSP 由来の回折が確認された。1000°C, 10 hで焼成した

LPS-NZSP は NZSP (74%)の含有量が急速に増加し、未反応の ZrO2(6%)が低減した。通常の固相法

で合成した試料(SSR-NZSP)と比較して低温での反応促進が認められた。電気伝導性について

LPS-NZSP は 100°C で 1.81 mS/cmの高い Na+イオン伝導度と 0.18 eV の低い活性化エネルギーを

示した。以上により、NaPO3 ガラスは結晶粒子間の抵抗を低減し、より低い焼結温度で反応が促

進すると示唆される。新しい LPE 法が NZSP の合成に有効であり、NaPO3ガラスが粒界での Na+

の拡散に大きく寄与することが明らかとなった。 
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Figure 1 Nyquist plots of heat-treated samples at 

1000°C for 10 h. The conductivity was collected 

at 100°C. 

Figure 2 Activation Energy of LPS-NZSP samples 
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